
 

 

 

 

冬季は気温差が大きく、透析後の入浴による「ヒートショック」が

起こりやすい時期です。 

透析日に入浴し、めまい・血圧低下・失神などの体調不良を起こ

す事例が増えています。 

透析後は血圧が低下しやすく、体温調整機能も不安定な状態で

す。そのため、急激な温度変化を伴う入浴は、重篤な事故につな

がる危険性があります。 

 

【重要】透析日の入浴について 

当院では、透析を行った日の入浴は、できるだけ控えるよう指

導しています。 

透析後の体は、見た目以上に負担がかかっています。 

透析日は「入浴しない」「まずは休む」ことが、命を守る行動につながります。 

 

やむを得ず入浴する場合は、 

穿刺部からの感染予防のため透析を行った当日はシャワー浴とし、湯船に穿刺部を入れないでくだ

さい。 

シャワー浴を行う場合は、以下の点を必ず守ってください。 

 

透析後シャワー浴の注意点 

➀透析終了後すぐの入浴は避け、十分な休憩(1～2時間以上)を取る 

②シャワー前に体調や血圧を確認する 

③脱衣所・浴室を事前に暖める 

④長時間のシャワー浴は避ける 

⑤穿刺部は擦らず、清潔を保つ(インジェクションパッドは貼ったまま) 

⑥少しでもめまい・動悸・気分不良を感じた場合は入浴を中止する 

⑦シャワー浴をするときは家族に声をかけ、一人でのシャワー浴はできるだけ避ける 

 

次の症状がある場合は入浴を控えてください 

・めまい、立ちくらみ 

・強い疲労感、だるさ 

・吐き気、気分不良 

・動悸、息切れ 

・意識が遠のく感じ 

症状がある場合や不安がある場合は、無理をせず、透析室へご相談ください。 

 

 

冬場の透析後入浴におけるヒートショックへの注意喚起 


